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1. シュミットの正規直交化法を用いて，次の R4のベクトルを正規直交化せよ．
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2. a1,a2, . . . ,ak ∈ Rn としたとき，Xi = {x ∈ Rn | xTai = 0} (i = 1, 2, . . . , k)と定義する．

V =
k∩

i=1

Xiの次元を求めよ．また，なぜその値になるか説明せよ．

3. n × n次元の実行列からなる集合をベクトル空間と考える．Sn := {S ∈ Rn×n | ST = S}を n

次の対称行列の集合とし，Kn := {S ∈ Rn×n | ST = −S}を n次の歪対称行列の集合とする．

(a) Snが部分空間であることを示し，その次元も求めよ．（ヒント：２次や３次のものを考えれ
ば，類推ができる）．

(b) Knが部分空間であることを示し，その次元も求めよ．

(c) Snと Knはお互いに直交する部分空間であることを示せ．ただし，A,B ∈ Rn×nの内積
は ⟨A,B⟩ =

∑n
i=1

∑n
j=1AijBij を用いよ．

(d) n × n次元の実行列のベクトル空間の次元は当然 n2である．このことから，Snの直交補
空間がKnであることを配布資料で紹介されている結果を用いて簡単に説明せよ．完全に
証明する必要はない．
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